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前 回 の 斜 里 町 に お け る 樹 洞 性 コ ウ モ リの 調 査

(前 田 ・川 道 、1991)は 、 美 咲 防 潮 林 を主 と し一

部 知 床 半 島部 に お い て コ ウ モ リ相 を明 らか にす る

こ と に主 眼 が お か れ た 。 な お 、 そ の 時 得 られ た資

料 か ら、 繁 殖 習 性 と採 食 時 間 に つ い て も考 察 を行

な った 。 また 、捕 獲 個 体 に は 、今 後 の 各 種 調 査 に

そ な えて 可 能 な 限 り標 識 をつ け て放 した 。

そ の結 果 、 斜 里 町 で これ まで 未 記 録 で あ っ た 種

を含 め 、 美 咲 防 潮 林 に は6種 の コ ウ モ リが 、 しか

も そ の う ちの4種 が 多 数 生 息 す る こ とが 明 ら か に

な った 。 ま た 、知 床 半 島部 で は既 知 の1種 に加 え 、

新 た に3種 の コ ウモ リの 生 息 が確 認 され た 。

今 回 の 調 査 は 、 まず 第 一 に前 回 の 斜 里 町 にお け

る コ ウ モ リ相 調 査 の補 足 を調 査 場 所 を変 え て も行

な うこ と、さ ら に は 、コ ウモ リの昼 間 の 隠 れ 家(休

息 場 所 、住 み 家 とも言 わ れ て い る)で あ る と思 わ

れ て い る樹 洞 を テ レメ トリー 法 を使 う こ とで確 認

す る こ と 、 お よ びそ の方 法 を使 う こ とで コ ウ モ リ

の 生 態 の 諸 側 面 を明 ら か に す るII∫能 性 を探 る こ と

で あ った 。
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調 査 場 所 、調 査 期 間 と時 間 お よ び方 法

調 査 場 所 は 以 下 の とお6。 な お 、 テ レメ トリー

法 の 調 査 時 間 につ い て は 結 果 と考 察 の 項 で述 べ る 。

美 咲 防 潮 林

1991年8月3日 午 後6時30分 ～11時

8月4日 午 後6時30分 ～9時30分

8月5日 午 後6時30分 ～9時10分

岩 尾 別 岩 尾 別 川 の上(河 口 よ り2km上 流)

8月6日 午 後6時30分 ～8時5分

岩 尾 別 岩尾 別 川 調査 地 の500m南 の 二 次 林 内 林 道 上

8月6日 午 後6時30分 ～9時

オ シ ンコ シ ンの 滝 付 近 の 原 生 林 内

8月7日 午 後6時30分 ～9時

コ ウ モ リ相 の 調 査 、 お よ び成 体 と亜 成 体 の 区 別

は前 回 と同 様 に(前 田 ・川 道 、1991)、 種 の 検 索

も前 田(1983)に 従 って 行 な った 。

∠ト

り_一_1一 一

図一1斜 里町市街地とオホーツク海沿いの海岸林(国 土地理院発行5万 分の1の 地理 「斜星」 を改変)。

調査地は四角で囲んだ部分。

図 一2調 査 地 の 拡 大 図

(縮 尺5千 分 の1の 小 清 水

地 区平 面 図 を改 変)。

図 中 の 数 字 は等 高 線 の高 さ

(m)。 太 線 は 道 路 。 網 目

の 部 分 は草 地 。A、Cは コ

ウモ リの捕 獲 ・放 逐 地 点 。

Bは ク ビ ワ コ ウモ リの利 用

した樹 洞 の あ る 地 点 。
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テ レメ トリー 法

テ レメ トリー 法 に よる 行 動 調 査 は美 咲 防 潮 林 で

の み行 な わ れ た。

調 査 に使 用 され た発 信 機 は 米 国 製 、1.3グ ラ ム

の も の を、 受 信 は ダ イ ポ ー ル ア ン テ ナ に接 続 した

可 動 の受 信 機(ヤ エ ス 社 製)を2台 使 用 した。 使

用 し た 発 信 機 の 周 波 数 は53.080MHzと

530.539MHzで あ っ た。受 信 可 能 範 囲 は半 径100m

以 内 で あ った 。 受 信 は受 信 機 の 発 す る音 に よ っ て

耳 で 確 認 し、 音 源 の位 置 を特 定 した。

結 果 と考 察

1.コ ウ モ リ相

表 一1に 調 査 地 域 別 の 確 認 コ ウ モ リの種 類 と個

体 数 を示 した 。

こ れ に よ る と、 美 咲 防 潮 林 で 前 回 の調 査 で 確 認

で きな か った コ テ ン グ コ ウ モ リが 新 た に捕 獲 さ れ

た 。 また 、 別 の プ ロ ジ ェ ク トで 同 地 で1991年6月

1日 に調 査 を行 な っ た 原 田正 史(私 信)は チ チ ブ

コ ウ モ リ を捕 獲 して お り、 前 田 は そ の標 本 を確 認

した。 これ は こ こ で初 め て の記 録 で あ る が 、 わ れ

わ れ の今 回 の 調 査 で は確 認 で き なか っ た 。

今 回 の調 査 で 、 多 くの 個 体 数 が 記 録 され た の は 、

前 回 と同様 に ウサ ギ コ ウ モ リ、 カ グ ヤ コ ウモ リ、

ホ オ ヒゲ コ ウモ リの3種 で あ った 。

コ テ ン グ コ ウ モ リに つ い て は 、 か つ て この 地 域

で 見 つ か った1死 亡 個 体 が 知 床 博 物 館 に持 ち込 ま

れ た記 録(中 川 、1991)が あ る が 、 前 回 の 調 査 で

は確 認 で き なか っ た もの で あ る 。 一 方 、 チ チ ブ コ

ウモ リは知 床 半 島部 で の 記 録 は あ っ た が 、 こ の地

域 で は今 回 の が 初 め て の 確 認 で あ る。 従 って 、 こ

の 美 咲 防潮 林 か ら の コ ウ モ リ確 認 種 は7種 に な る。

日本 で1地 域 か ら多 種 の コ ウモ リが 知 られ た例

と して は 、 置 戸 国 有 林 にお い て1972年 に亜 寒 帯 性

針 葉 樹 林 の 発 達 す る沢 で8種 を確 認 して い る(太

田他 、1973)の と、 や は り8種 を1979年 か ら1982

年 にか け て確 認 して い る 青 森 県 恐 山 の 記 録(町 田

他 、1986)が 最 高 で あ る 。 他 に は富 士 山精 進 口 登

山 道 で1966年 か ら1970年 に か け て7種(吉 行 、

1971年)、 石 鎚 山 面 河 渓 で1968年 に6種 と い う採

集 報 告(Abeetal.,1970)が1地 域 か らの 多 種 確

認 記 録 で あ る 。 しか し、 これ ら の記 録 の うち 、 恐

山 で は3種 の 、 富 士 山 で は1種 の 、石 鎚 山 で は2

種 の 洞 窟 生 息 性 コ ウモ リ を含 ん で い る 。

また 、 今 回 の 調 査 と同様 に行 な わ れ た道 内 の樹

洞 生 息 性 コ ウ モ リの 確 認 記 録 を み る と、 大 雪 山 天

人 峡 と湧 駒 別 で1970年 に共 に1種(Abeetal.,

1971)、 日高 山 系 ペ テ ガ リ岳400m付 近 で1970年 に

4種(1種 は 洞 窟 生 息 性)(吉 行 ・遠 藤 、1972)、

十 勝 川 源 流 部 原 生 自然 環 境 保 全 地 域 で1981年 に2

種(阿 部 他 、1982)、 常 呂 町 常 呂 山 、 佐 呂 問 山 、

ワ ッカで1983年 と1984年 に 各2種 合 計4種(前 田 、

1989)が 確 認 され て い る 、 ま た網 走 市 女 満 別 湖 畔

で1970年 と1971年 に は各 々4種 が 記 録 され た が 、

しか し1983年 と1984年 に は 同 じ場 所 で1匹 の コ ウ

モ リ も 目撃 で きな か っ た(前 田 、1987)な ど が あ

る 。

これ ら を み る と、 置 戸 国有 林 が 樹 洞 生 息 性 の コ

ウ モ リの 一 地 域 最 多 種 確 認 地 とい う こ と に な る。

しか し、 こ の記 録 は20年 も前 の 記 録 で あ り、 置 戸

国 有 林 の か つ て の 調 査 地 付 近 はそ の後 か な りの木

が 伐 採 され た そ う なの で 、上 記 の 女 満 別 湖 畔 の例

を み る まで も な く、 現 在 で は そ の 当 時 の コ ウ モ リ

類 が生 存 で きて い る の か ど うか 極 め て疑 わ しい。

他 に 多種 が 確 認 され た 地 域 は い ず れ も洞 窟 生 息 性

コ ウモ リ を含 む し、 道 内 の他 地 域 の コ ウモ リ相 の

記 録 は この 美 咲 防 潮 林 よ りは る か に貧 弱 で あ る。

従 っ て斜 里 町 の美 咲 防 潮 林 の コ ウモ リ相 が い か に

豊 富 な もの で あ り、 貴 重 な もの で あ る か が 明 確 と

い え よ う。

知 床 半 島 部 で は 、 前 回 とほ ぼ 同 じ場 所 で あ る岩

尾 別 川 上 流2kmの 地 点 、 お よ び新 た に そ こ よ り

500m東 の 二 次 林 内 の 林 道 上 、 さ ら に オ シ ン コ シ

ンの滝 近 くの 原 生 林 内 の 林 道 上 で コ ウ モ リ相 調 査

を行 な った 。 岩 尾 別 の 二 次 林 内 で は コ ウ モ リ は確

認 で きな か っ たが 、岩 尾 別 川 上 で は前 回確 認 で き

なか っ た コテ ン グ コ ウモ リが 新 た に記 録 され た 。

オ シ ン コ シ ン の滝 付 近 で も コ テ ン グ コ ウ モ リが

記 録 され た 。 こ こ で は さ ら に チ チ ブ コ ウ モ リ と ヒ

メ ホ オ ヒゲ コ ウ モ リが記 録 され 、 あ わ せ て3種 と

な っ た。 知 床 半 島 部 で は つ け根 の 峰 浜 の ウ サ ギ コ

ウモ リ とあ わ せ て や っ と今 回 で5種 の コ ウ モ リが

記 録 さ れ た こ と に な る 。 知 床 半 島 に は広 範 囲 な 原

生 林 が 残 され て い る こ とか ら、 こ こ に は洞 窟 生 息

性3種 も含 め14種 の コ ウモ リ類 が生 息 す る こ とが

予 測 さ れ て い る(大 泰 司 、1988)。 しか し、 今 の

と こ ろ調 査 範 囲 や 調 査 期 間 が わず か な た め に 、 こ

の よ うな不 十 分 な結 果 しか で て い な い と思 わ ざ る
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一真写 1 着装を機信発 クたし リモウコワビ 　供提社支道毎口」聞新売士
冗信

を え な い が 、 こ の予 測 が はず れ て い る ロ∫能 性 も考

え な くて は な ら な い だ ろ う。

2.テ レメ トリー 法

装 着1の 経 過A地 点(図 一1・2)で8月3日

午 後7時24分 に捕 獲 され た ク ビワ コ ウモ リ(成 体

メ ス 、 体 重11グ ラ ム)に は 、53.080MHzの 発 信

機 を接 着 剤(ア ロ ン ア ル フ ァ)で 背 側 上 部 肩 甲骨

付 近 の 真 ん 中 に 毛 の 上 か ら装 着 した(写 真 一1)。

室 内 で 飛 翔 させ 、 発 信 機 の 重 量 に耐 え 得 る の を確

認 後 、 同 日午 後10時 に捕 獲 地 点 で 放 逐 し、 午 後!0

時 か ら!1時 の 問 、 発 信 音 が途 切 れ る まで 追 跡 した。

8月4日 午 後10時30分 よ り、2台 の 受 信 機 の ス

イ ッチ を入 れ た ま ま、 ア ンテ ナ を手 に移 動 しなが

ら、 木 の 一 本 ず つ の周 り を発 信 音 を求 め て 調 査 し

た 。 午 後!時30分 にB地 点(図 一2)の 木 で 発 信

音 を確 認、し、 午 後2時 まで 同地 点 で 観 察 を続 け た。

午 後5時15分 か ら8時 まで は 、発 信 音確 認 の た め

1台 の 受 信 機 の み で 定 点 調 査 を した 。 以 後 のB地

点 で の 定 点 観 察 は8月5日 午 後1時15分 ～2時 と

午 後6時15分 ～25分 、8月6口 午前8時20分 ～9

日寺とメ「f麦:6H寺～8日 芋30分、、8月7日!「 肩ff8【」芋～8

時25分 に行 な った 。

詳 しい 観 察 経 過 と結 果 、 お よ び発 見 した 樹 洞 は

以 下 の とお りで あ る 。8月3日 に ク ビ ワ コ ウ モ リ

が 捕 獲 され た の は地 点 は、 裸 地 に 面 した小 道 の 入

[で あ っ た 。 発 信 機 を装 着 し放 逐 後 、 約30m西 の

裸 地 横 の灌 木 内 、 ほ ぼ2mの 高 さか ら発 信 音 が 聞

こ えた 。 約1時 間 静iLし て い た後 、 飛 び立 っ た が 、

飛 翔 先 は追 跡 で き な か った 。

8月4日 に 発 見 した ク ビ ワ コ ウ モ リが 利 用 して

い た樹 洞 の あ る 木 は、 胸 高 直 径80.6cmの ミズ ナ ラ

の古 木 で 樹 高 は お よ そ25mで あ っ た。 捕 獲 地 点 よ

り高 い 、 な だ らか な 丘 の上 に位 置 し、梢 は8月3

日の 放 逐 地 点 か ら も よ く見 え た(写 真 一2)。 そ

の 木 は捕 獲 地 点 か ら1自二線 で 約200mし か 離 れ て い

な か っ た 。 周 辺 で最 も太 い木 で 、 十 分 に 葉 を茂 ら

せ た生 木 で あ っ た。 樹 洞 の 出 入 口(写 真 一3)は

高 さ約!8mの 位 置 に 見 え た。 しか し、 発 信 音`は高

さ約1.2mの 位 置 で よ く聞 こ え た の で 、 樹 洞 が 木

の 内 側 の相 当 下 方 ま で空 洞 で つ な が って お り、 日

中 は相 当 そ の樹 洞 の 下 の 方 まで 下 りて 休 息 して い

る こ と も 考 え られ る。 発 信1㌢ は幹 の西 半 分 で は 良

く聞 き取 れ た が 、 東 半 分 で は全 く聞 こ え な い こ と

が 多 か っ た の で 、 木 の 内 部 の状 態 に よ る 電 波 の 妨

害 が 考 え ら れ る 。

夕 方 の 観 察 で は 、 樹 洞 内 で 音 源 が 動 くの が 確 認

され た 。8月4日 夕 、 コ ウモ リ(種 不 明)が 飛 翔

す る の を最 初 に 見 た 時 刻 は午 後6時55分 で あ っ た 。
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写 真 一2Aが クビワコウモリが利用している樹洞のある木。

Bは 樹 洞 の 出 入 口 の あ る場 所

写真一3樹 洞の出入口

午 後7時8分 、2頭 の コ ウモ リが 樹 洞 の あ る 木 の

梢 近 くの 枝 先 に あ る 樹 洞 入 口か ら飛 び だ した の が

確 認 さ れ た。 発 信 機 を つ け た 個 体 で あ っ た か否 か

は確 か め る こ と はで きな か っ たが 、 お そ ら く この

時 、 出巣 した と考 え られ る 。

8月5日 、 最 初 の コ ウモ リの飛 翔 は午 後6時54

分 で あ っ た 。7時20分 に樹 洞 の あ る 木 の 梢 か ら1

頭 出 巣 した 。 しか し、定 点 調 査 の 間 、 全 く音 が 聞

こ え な か っ た 。

8月6日 、 午 前8時20分 か ら9時 まで 、樹 洞 の

あ る木 か ら強 い 発 信 音 を受 信 で きた 。 午 後6時57

分 、 最 初 の コ ウモ リの飛 翔 が 見 られ た。7時22分

に お そ ら く1頭 が 樹 洞 入 口 か ら飛 び だ した よ うで

あ っ た 。次 い で 、7時23分 以 降 、 そ れ まで 聞 こ え

て い た発 信 音 が 途 絶 えた 。 梢 か らの 飛 び だ しは確

認 で きな か っ たが 、 お そ ら く この 瞬 間 に 出 巣 した

の で あ ろ う。8月7日 は発 信 音 を ま っ た く聞 く こ

とが で きな か っ た 。

ク ビ ワ コ ウ モ リが樹 洞 を利 用 す る こ とは 示 唆 さ

れ て い た が 、 実 際 にそ れ が確 認 さ れ た の は今 回 の

調 査 が 初 め て で あ る 。 森 林 に 生 息 しそ の 中 の 樹 洞

を利 用 す る コ ウ モ リ類 は 、森 林 性 コ ウ モ リ あ る い

は樹 洞 性 コ ウ モ リ な ど と言 わ れ て い る が 、 実 際 に

そ の 利 用 す る樹 洞 が 確 認 され た の は ヤ マ コ ウ モ リ

(Maeda,1974)だ け で あ る 。 そ の樹 洞 に お け る

ヤ マ コ ウモ リの観 察 の際 、 標 識 を つ け て 樹 洞 か ら

の 出 巣 数 や そ の 時 刻 の調 査 を始 め る と、 す ぐに利

用 す る 樹 洞 を変 更 した と述 べ ら れ て い る(Maeda,

1974)。

ク ビ ワ コ ウモ リが 観 察 樹 洞 を利 用 して い た の が 、

電 波 を受 信 す る こ と に よ り確 認 さ れ た の は、8月

4日,と6日 だ け で あ る。 これ が 、(1)利 用 樹 洞 を し

ば しば変 更 す る 利 用 の不 安 定 さ を示 す の か 、(2)ヤ

マ コ ウ モ リの 上 述 の よ うな 、 観 察 者 の 影 響 に よ る

もの か 、(3)ク ビ ワ コ ウ モ リが い る樹 洞 内 の位 置 に

よ る 電 波 の伝 わ り難 さの た め な の か は っ き り と推

定 す る こ とは で きな か った 。 今 回 の発 信 機 、 ア ン

テ ナ 、 受 信 機 の 性 能 が 十 分 だ っ た こ と は い え な い

の で 、 さ ら に強 力 な発 信 源 と、受 信 能 力 の 向上 で 、

これ ら の疑 問 点 が 解 明 され 得 る だ ろ う。 しか し、

今 回 の調 査 で は、 樹 洞 の 位 置 を発 見 す る の に 、 テ

レ メ トリー 法 が 有 効 で あ る こ とが確 認 さ れ た とい

え る だ ろ う。

目撃 に よ る そ の樹 洞 の 利 用 個 体 数確 認 は 、枝 が

広 が っ て い た た め少 し大 きい樹 洞 出 入 口 の位 置 す

べ て を把 握 で きな か った 。 そ こで 十 分 とは い え な

い が 、確 認 で きた 限 りで は8月4日 に3頭 が 同 じ

出 入 口 か ら飛 び だ した 。 しか し、 そ れ が そ こ を利

用 す る す べ て の個 体 か ど うか は 断 定 で きな い 。 ま

た 、 そ れ らが す べ て 同 じ種 で あ る の か ど うか も不

明 で あ る 。

装 着2の 経 過8月4日 午 後7時42分 に 、 森 を南

北 に通 る 小 道 の ほ ぼ 南 端 で捕 獲 した ウ サ ギ コ ウモ

リ(成 体 オ ス 、体 重8グ ラ ム)に 、 ク ビ ワ コ ゥ モ

リ と同様 に発 信 機 を装 着 し、8時20分 に捕 獲 地 点

(図1のC地 点)か ら放 逐 した 。 す ぐに 電 波 の追

跡 を開 始 した が 、 北 西 に約30mで きた だ けで 、 以

後 は ま っ た く受 信 で きな か った 。 翌 日か ら捕 獲 地

点 、 飛 び去 っ た 方 向 を 中心 に次 の よ う に電 波 の受

信 を試 み た。
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8月5日 午 後1時30分 ～2時30分

午:そ麦5日寺～9日 寺30ラ:}

8時6日 午 前8時25分 ～9時10分

午 前11時40分 ～午 後1時

午 後6時 ～8時

しか し、 樹 洞 を発 見 で きず 、 さ ら に は再 び発 信

電 波 を と ら える こ とは で きな か った 。 こ れ が 、 樹

洞 の あ る位 置 が 調 査 範 囲 を越 え た場 所 に あ る か ら

なの か、 発 信 機 が コ ウ モ リか ら脱 落 して受 信 不 可

能 に な っ た の か は不 明 で あ る。

今 回調 査 に 使 用 した 発 信 機 は重 さ が1.3グ ラ ム

あ り、 こ の森 に 生 息 す る コ ウ モ リで は 比 較 的 大 型

の ク ビ ワ コ ウ モ リ と ウサ ギ コ ウ モ リに しか 装 着 で

きな か っ た。 中 根 正 敏 氏 に よ る と(私 信)、 装 着

す る発 信 機 の重 量 は 体 重 の5%以 下 が望 ま しい と

い う。 体 重 が 軽 い種 類 で は 、 さ ら に軽 く発 信 力 の

強 い発 信 機 の 利 用 を しな け れ ば な ら な い 。 こ れ ら

の 問 題 点 が 解 決 され る と、 テ レ メ トリー 法 の 利 用

で 、 同所 的 に生 息 す る7種 の コ ウモ リの樹 洞 利 用 、

行 動 圏 、行 動 時 問 、 種 問 関 係 な どの 解 明 が 可 能 と

な り うる で あ ろ う。

3.標 識 調 査

前 回 美 咲 防潮 林 で17個 体 の ウサ ギ コ ウ モ リ と4

個 体 の ホ オ ヒゲ コ ウモ リに 標 識 放 逐 した が 、今 回

の 調 査 お よ び 前 述 の 原 田 正 史 の6月1日 の 調 査

(私信)で 各1個 体 の ウ サ ギ コ ウモ リが 再 捕 獲 さ

れ た。6月1日 の原 田 の はMAA85で あ り、 今 回

の8月3日 の はMAAOOで 、 い ず れ も成 体 雌 で あ

っ た。 前 者 は1990年8月10日 に標 識 放 逐 され た も

の で 、当 時 亜 成 体 で あ っ た の(前 田 ・川 道 、1991)

で 、 こ の時 生 後1年 で あ る。 … 方 、 後 者 の番 号 は

前 回 の 報 告 者(前 田 ・川 道 、1991)に 見 当 た ら な

い が 、8月6日 に番 号 を記 録 しな い で 放 逐 した1

個 体(性 成 体 亜 成 体 不 明)が あ る との こ とで 、 ま

ぎ れ も な く この コ ウモ リで あ ろ う。 い ず れ に して

も、17個 体 の標 識 ウサ ギ コ ウモ リの う ち、2個 体

が約1年 後 に再 捕 獲 さ れ た こ と に な る 。 なお 、 こ

れ ら前 回 標 識 した個 体 は番 号 を確 認 後 再 び放 逐 さ

れ た。

今 回新 た に美 咲 防 潮 林 で 標 識 放 逐 した コ ウモ リ

は以 下 の 通 りで あ る 。 こ こ に記 した 標 識 番 号 を も

っ た コ ウ モ リ を見 ら れ た 人 はぜ ひ知 床 博 物 館 に御

一 報 下 さい
。

ウサ ギ コ ウ モ リ 合 計10個 体

1991年8月3日

成 体 雌(MAA29、32、58)

亜 成 体 雌(MAA31)

1991年8月4日

成 体 雌(MAA12、19、45)

1991年8月5日

亜 成 体 雄(MAA17、70)

亜 成 体 雌(MAA52)

ク ビ ワ コ ウモ リ 合 計2個 体

1991年8月4日

成 体 雌(MAA72)(テ レ メー タ ー一装 着 個 体)

亜 成 体 雌(MAA99)

カ グヤ コ ウ モ リ 合 計2個 体

1991年8月3日

成 体 雌(MAA41)

成 体 雄i(MAAO9)

ドー ベ ン トン コ ウモ リ

1991年8月5日1個 体

成 体 雄(MAA27)

ホ オ ヒゲ コ ウ モ リ 合 計2個 体

1991年8月3日

成 体 雄(MAAO1、04)
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